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①

本
年
度
は
振
興
会

事
業
の
大
半
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
役
員
、
部
会
員
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
棚
底
城
跡
や
棚
底
川
の

草
刈
作
業
、
振
興
会
花
壇
の
整
備
を
１

０
月
１
１
日(

日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
薄
曇
り
で
北
風
が
や
や
強

く
吹
い
て
い
た
が
絶
好
の
作
業
日
和

と
な
り
、
役
員
、
部
会
員
並
び
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
、
５
５
名
が
参
加
下
さ

い
ま
し
た
。
４
月
の
新
体
制
後
初
め
て

の
振
興
会
事
業
で
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
沢
山
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
大
変
捗
り
ま
し
た
。

振
興
会
で
は
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城

跡
の
管
理
業
務
を
市
文
化
か
ら
受
託

し
、
年
間
を
通
し
て
草
刈
作
業
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
資
源
や
景
観

を
守
る
だ
け
で
な
く
部
会
員
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
が
棚
底
城

跡
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
保
全
に
理

解
を
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

早
朝
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰

様
で
ど
の
箇
所
も
見
違
え
る
く
ら
い

綺
麗
に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

倉岳小学校プール横の吉森さん所有地にひまわりとコスモスがきれいに

咲き誇っていたのをご覧になった方も多かったと思います。私も１０月１６日

（金）見学に行ってきました。というのもその日の朝、稲津会長から情報提供

があったのでこれは行くしかないと思いカメラを持って出かけた次第です。

早速、写真を撮っているとちょうど吉森さんが畑で仕事をされていたのでお

話を伺うことができました。ひまわりとコスモス植栽の経緯や「トトロ」のパネ

ルを誰が作られたのかなど尋ねました。

吉森さんはバラモン凧の制作で、天草では名の知れた有名人と聞いてい

たから、当然、「トトロ」のパネルもご自身が描かれたものと思っていました。

ところが、意外にも姫戸の知人からの借りものという答えでした。本来ならば

自分で描いたものを展示したかったが、「今回は時間がなかったからどうして

も間に合わなくて」とおっしゃっていました。

きれいに咲き誇ったコスモスやひまわりと共に「トトロ」のパネルが話題に

なったこともあり、来年こそは「自分で制作したものを設置しようと思ってい

る」と笑顔で話されていました。どんなアイデアで地域を盛り上げていただけ

るのか今から楽しみです。

花壇の草取り中＝女性部会員らⅠ郭下の急斜面を作業する部会員ら

会長あいさつを聞く部会員ら＝振興会広場

棚底川沿いの作業様子

コスモス・ひまわりと「トトロ」のパネル
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【整備検討委員会の様子】

1,204（0）

宮　田 441

2,686 2,688（+2）合　計 1,204

棚　底

浦 279（0）279 648

440（-1）
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９月末 ８月末

647（‐1）

高齢化率
４９.１４％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

９月末

954（-1）

８月末

484 1,087（+4）

955

485（+1） 1,083

１１月 ５日（木）行政区長会

１１月１０日（火）ガイダンスセンター視察

１１月１３日（金）健診結果説明会

１１月１５日（日）天高倉岳校秋桜祭

１１月２５日（水）無料法律相談会

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

～９回目の棚底城跡整備検討委員会を開催～

１
０
月
１
日
（
木)

に
熊
本
城
ホ
ー

ル
の
会
議
室
で
第
９
回
目
の
史
跡
棚

底
城
跡
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、
「
整
備
管
理

用
道
路
設
計
」
、
「
樹
木
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、
「
登
り
口
の
誘
導
用
階
段

の
仕
様
」
に
つ
い
て
で
す
。
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
気
を
配
っ
た
整
備
を
す
る

た
め
に
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
あ
と
１
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。

８
月
か
ら
行
っ
て
い
る
調
査
に
つ

い
て
は
、
今
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
草

刈
り
を
し
た
こ
と
で
と
て
も
奇
麗
な

状
態
で
す
の
で
、
ご
見
学
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

寺
跡
と
の
伝
承
が
あ
る
山
崎
地

区
の
大
権
寺
に
膨
大
な
石
塔
群
が

存
在
す
る
の
は
以
前
か
ら
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
棚
底
小
学
校
の
校

長
で
あ
っ
た
竹
本
勝
喜
先
生(

南
平

地
区)

も
昭
和
四
十
年
代
の
「
広
報
く

ら
た
け
」
に
紹
介
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
権
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

こ
の
大
権
寺
跡
も
倉
岳
町
～
天
草

市
で
学
術
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
明
確
な
寺
跡
と
は
確
認
さ
れ
ず
、

ま
た
棚
底
城
と
の
確
か
な
関
連
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
セ
ッ
ト
で
の
国
指
定
は
見

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
権
寺
の
石
塔
群
は
、
主
に

中
世
期
に
造
ら
れ
た
五
輪
塔
、
宝
篋

印
塔
、
宝
塔
な
ど
で
、
当
時
の
墓
石
、

供
養
塔
に
な
り
ま
す
。
こ
の
種
の
石

塔
は
天
草
で
も
か
な
り
の
数
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
権
寺
が
す

ご
い
の
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
数

量
が
断
ト
ツ
で
、
さ
ら
に
石
造
関
係

で
は
天
草
で
最
も
古
い
年
号
が
刻

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
古

い
順
の
ベ
ス
ト
四
が
す
べ
て
こ
こ

に
揃
っ
て
い
ま
す
。

①
延
文
三
年(

一
三
五
八)

②
康
安
元
年(

一
三
六
一)

③
永
徳
三
年(

一
三
八
三)

‥
二
基

④
嘉
慶
二
年(

一
三
八
八)

※
永
享
十
二
年(

一
四
四
〇)

‥
参
考

天
草
で
は
次
に
、
亀
川
の
応
永

十
一
年(

一
四
〇
四
）
、
大
道
の
嘉
吉

二
年(

一
四
四
二)

、
河
内
小
ヶ
倉
観

音
磨
崖
碑
の
長
享
元
年(

一
四
八

七)

と
続
き
ま
す
。

棚
底
の
ベ
ス
ト
四
は
、
す
べ
て

南
北
朝
時
代
の
北
朝
方
の
年
号
で

す
。
因
み
に
延
文
三
年
は
、
北
朝
方

の
雄
で
、
約
二
三
〇
年
間
、
将
軍
も

十
五
代
続
く
と
い
う
、
徳
川
幕
府

に
匹
敵
す
る
室
町
幕
府
を
創
設
し

た
足
利
尊
氏
が
死
去
し
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。

年
号
入
り
の
石
塔
の
一
部
は
、

本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
中

で
、
そ
の
他
も
劣
化
防
止
の
た
め

同
資
料
館
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

天
草
市
で
は
引
き
続
き
棚
底
城

の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
い
つ
の
日
か
、
棚
底
城
と
の
関

係
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
化
課

宮
崎
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生【発掘された石塔群】

（平成２０年）


